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1をこえる分数の意味に気づく算数的活動の工夫
第4学年 ｢分数｣パターンブロックを用いた指導を通して

片山 晴夫

岡山市立妹尾小学校

研究の概要

1をこえる分数の恵味理解は,具体物を等分するといった操作だけからでは軒しい05/4

mは1mを4等分した5つ分の長さといってもとらえにくい丑だからである｡

そこで,本研究では,第3学年で学習した単位分数の考えをもとに真分数の場合から1/4

が3つで3/4,1/4が4つで1,1/4が5つで5/4というように発展的に1をこえる

分数の意味に気づいていけるように算数的活動を工夫する｡

研究の焦点は, 1をこえる分数の意味理解に向けてのパターンブロックの有効性を探ること

にある｡

1 研究のねらい
7/6mは1mを6等分したものの7つ分の

長さであるといわれるよりも,1/6mの7つ

分の長さであるといわれた方が理解がLやすい

であろう｡

本研究では,子どもが単位分数のいくつ分を

意識しながら帯分数や仮分数の意味に気づくこ

とができる算数的活動をパターンブロックを用

いてその有効性を探ることにねらいがある｡

2 研究の内容

① パターンブロックが分数指導に有効で

角形を1点と考えた場合,正三角形 1つを

1/6点と分数で表す必然性がある｡

○ 換作のしやすさ

1/6の正三角形を7つ並べたり,6つの正

三角形を組み合わせて 1つの正六角形をつく

ったりできやすい｡

② パターンブロックを使った算数的活動

1をこえる分数の意味に気づきやすいように

｢分数｣の第 1時において次のような算数的活

動を工夫する｡
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○ジャンケンをして勝つごとに正三角形 1

つを取り合うゲームで一人一人に配布す

るパターンブロックは正六角形 1つ

( 1点)正三角形6つ (1/6点×6)に
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分数指導においてパターンブロックが有効だ ､

と考えるのは,次の3点からである｡

○ 分数を使う必要感のもちやすさ

○ 単位分数の考えの活用のしやすさ

正三角形6つと正六角形 1つの対応で正六

する｡
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iO得点についての取り上げ方は,真分数ヽ
l (5/6が適当)の場合から仮分数,ヽ

l 帯分数の場合-と取り上げていくよ
うにする｡
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l は,パターンブロックを並べながら考 lヽ ヽ

! ぇる活動にする｡ !
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3授業の実際
(1)単元目標

1をこえる数量を分数を使って表そうと

する｡

･ 単位分数をもとにして,表し方を考えた

り,仮分数や帯分数の意味を説明したりす

ることができる｡

1をこえる数丑を仮分数や帯分数を使っ

て表すことができ,それらの分数の大小を

判断したりすることができる｡

･ 仮分数や帯分数の表し方や意味,相等関

係を理解するQ

(2)指導計画

第一次 ｢分数｣の課題設定 (1時間)

1をこえる分数があることやその表 し方をと

らえ,｢1より大きい分数について考えていこう｣
とい う ｢分数｣の裸層をつかむことができる｡

(本時)

第二次 仮分数,帯分数の表し方や意味の

理解

第 1時 パターンブロックを使ったり.敬

直線に表したりして真分数と仮分

数の意味を理解する｡

第2時 パターンブロックを使ったり,敬

直線に表したりして帯分数の表 し

方や意味を理解する｡

第3時 パターンブロックを使ったり,敬

直線に表したりして仮分数を帯分

数か整数に直す方法を考えたり,

その処理をしたりする｡

第4時 パタ-ンブロックを使ったり,敬

直線に表したりして帯分数や整数

を仮分数に直す方法を考えたり,

その処理をしたりする｡

第5時 分数直線やパターンブロックを使

って等しい分数があることを見つ

ける｡

(3)第一次 本時目標

ジャンケンゲームをして獲得したパターンブ

ロックを得点化していく中で, 1より大きい分

数で表せる丑があることや 1/6点のいくつ分

で考えれば7/6点とか 1と1/6点というよ

うな表し方ができることに気づき,｢1より大き
い分数について考えていこう｣という ｢分数｣

の課題をつかむことができる｡

(4)本時の展開
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正六角形 1つ (1点)正三角形6つ (1/6

点×6)を手にした子どもは友だちと互いにジャ

ンケンをしては楽 しそうにブロックのや りとり

をしていった｡正三角形6つがなくなった子ど

もはジャンケンに負けると正六角形 1つを相手
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に渡して相手から正三角形5つをもらってゲー

ムを続けていった｡

正六角形がなくなった子どもや正三角形が7枚

以上になった子どもがでてきたところでゲーム

をやめると,子どもは自分の得点が何点になる

かブロックを数え始めた｡

(A児)正三角形5つだけ
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･ 正三角形 1つが 1/6点だから5つで i
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(B児)正三角形 7つだけ

6つの正三角形を1つの正六角形して
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(C児)正六角形 1つ 正三角形4つ
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以上の3人に代表されるように子どもはそれ

ぞれ自分の得点を正六角形 (1点)をもとにし

て整数や分数で表していった｡
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l 帯分数の場合-と取り上げていくよ lヽ ヽ
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｣ ._._′_._._._._._._._._._._._.｣
まず,正三角形5つの場合から取り上げ,何

点になるかを考えさせていった｡
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子どもは,4つの正三角形を横に並べたり,

正六角形の上に匿いたりしながら正三角形を

1/6点と考えて次のように発言していった｡

C 5/6点ですo

c 正六角形が 1点で,正三角形は6つで1点

になるので正三角形 lつは1/6点にな

ります｡正三角形は5つあるので5/6点

になると思います｡

(拍手)

1/6の5つ分で5/6点になることが分か

ったところで,次に正三角形 7つの場合を取り

上げ.何点といえばよいかをブロックを並べて

考えさせていった｡

子どもは,7つの正三角形を横に並べたり,

6つを合わせて 1つの正六角形をつくったりし

ながら何点になるかを考え,次のように発言し

ていった｡

C 1/6点が7つあるので7/6点になると

思います｡

T どうして7/6点なのかもう一度言える人

C 1/6の7つ分だからですC

(拍手)

T これまでの分数の表し方と違うところが分

かりますか?

C 分母より分子の方が大きいです｡

C lより大きい分数だと思います｡

C ぼくも7/6点でいいと思うんだけど正三

角形6つで1点になるので1点と1/6点

といえると思いますD

(黒板でブロックを正六角形にして)
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C わたしも1点と1/6点でいいと思いま

す｡ (全員賛成)

T 2通りの表し方を見つけることができまし

たね｡ 7/6も1と1/6もどちらも1よ

り大きい分数です｡ 1と1/6は1士 とか
き表します｡

T これからどんな学習をしていけばいいです

か?

C 1より大きい分数を詳しく勉強していけば

いいと思います｡

このように子どもは,正三角形が正六角形の

1/6になることから単位分数となる1/6を

もとにしてそのいくつ分で 1をこえる分数であ

る7/6を表したり,1/6を6つ合わせて 1

をつくり,残 りの 1/6とで 1と1/6を表 し

たりしていった｡

4 研究の成果と今後の課題
パターンブロックのパーツには正六角形の

1/6にあたる正三角形,1/3にあたるひ し

形,1/2にあたる台形がある｡本時は正六角

形と正三角形を用いた｡正六角形 1つ (1点)

正三角形6つ (1/6点×6)を配布 してジャン

ケンゲームをした結果を得点化することにより,

子どもは 1/6をもとにして得点を分数で表す

ことができた｡

･分数を使 う必要感のもちやすさ

･単位分数の考えの活用のしやすさ

･操作のしやすさ

ともにパターンブロックは有効であったと考え

ている｡

得点を考える際に真分数から取り上げること

により単位分数の考えをもとに無理なく1をこ

える分数の表 し方とその意味に気づくことがで

きたと考えている｡また,パターンブロックを

並べながら得点を考えさせることにより,正三

角形を6つ集めやすくなり,帯分数の表し方が

多くみられた｡

パターンブロックを用いた本研究での算数的

活動の工夫は有効であったと考えている｡

今回の指導計画は,旧カリキュラムによるも

のであるので今後は,新カリキュラムによるパ

ターンブロックの活用法を考えていきたいo

(平成 14年 5月9日受理)
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